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シートベルトリマインダーの警報対象座席を 

拡大するための国際基準の改正案が国連において採択 

～安心・安全な自動車の国際的な普及を目指して～ 

 

今週、国連欧州本部（ジュネーブ）にて開催された WP29 第 170 回会合において、

日本が主導してきたシートベルトリマインダーに関する国際基準の改正案が採択さ

れ、成立しました。 

１．シートベルトリマインダーの国際基準の改正 

 ① シートベルトリマインダーとは 

自動車の衝突事故時などに乗員を保護するためにはシートベルト着用が重要と

なっております。シートベルトリマインダーは、シートベルトをせずに走行する

と、運転者に対して警報ランプが点灯し警報音が鳴り、シートベルトの着用を促

す装置です。 

 ② 改正案のポイント 

これまでは、乗用車等の自動車の運転者席のシートベルトのみが警報対象でし

たが、乗用車等においては、後部座席を含めて全座席を警報対象とし、トラッ

ク・バス等については、運転者席、助手席を警報対象とするものです。この改正

への取り組みは、日本が主導し、EU や韓国と連携して進めてきたものです。 

③ 今後の予定 

早ければ来年６月に同改正が発効することとなります。我が国では、これに合

わせ、有識者会議での審議、パブリックコメント等を経て、この基準を道路運送

車両の保安基準として採用していく方針としております。 

 

２．自動運転車のサイバーセキュリティに関するガイドライン 

11 月 16 日に開催された WP29 の下に設置された「自動運転分科会」（議長：日

本及び英国）において、「サイバーセキュリティ及びデータ保護に係るガイドライ

ン」について、合意しました。今後、ガイドラインについては、来年 3月開催予

定の次回 WP29 第 171 回会合において上程、審議され、成立する見込みです。 

 

（別紙１）国連自動車基準調和世界フォーラム（WP29）の概要 

（別紙２）自動車のシートベルトリマインダーの義務付け拡大について 

（別紙３）サイバーセキュリティ/データ保護ガイドラインの概要 
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